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てグェ バ を出発点とした rィッ経時思想史研究者の立場から白もので，本「弁明」のEから
IVまでと共通する批評が述べられている園後者は，著書『ジz グォンズ白思想と経首学一一科学








































































































































































をヴェーパ によって包んだことが， この『研究』のパ γ種であったのであ
る.，。



























、れない。しかし，私は拙著第2章。ヴz パーー 論で，私がグェー パー の業般の核心と考えるも白
を尽しえたと考えている。 といっても， このようなグェー パ}観は.T. パー ソ γズ (W社会的
行為の構造j1937年〕や馬場啓之助 (W経済学方法論』春秋社1956年〕にもみられるもので， そ
れほど新奇なも町ではないであろう。
























5) γ1ンベー ター 『輯潰発麗町田論』に関してo 179ペー ジに登場する「信用インフレJr信用デ
ブレ」町議論は，初版にはみられない。 Lたがって， 1912年段階の論理としてこのように述べて
よいかどうかは，疑問が残る。






















め 1986年に創設された InternationaIJoseph A. Schumpeter Societyは既に2回の国際会議を
成訪させ. r発展の睦慣学J. Evolut山 laryEconomiC5'という目標を掲げた野心的な経済学者
のフォー ヲムとしての地位を確立したようである。わが国では，シュンベー ター 『経済発展の理
論』を訳された塩野省祐一民が熱心にこι学会をもりたτbれている。 1986年9月白アウ〆λ プ
ルク創立大会でのレポー トは， Horst Hanusch ed.， Evolutionary Eco71c開 cs.ApTlicat阻問。f
Schurnρeters ideas， Cambridge Univ. Press， 1988として刊行された， 1988年5月白シエナ会
議比“Evolutionof Technology and Market Structure in an International Conte翠t"という
全体テー マでおこなわれたが， シュンベー タ一理論に即した一般的セッションもあり. R. M 
GoodwinやH.P. Minskyらが報告を出となっている。
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『研究』は，慎重に経済思想史の世界に自己限定してはいるものの，近年の
‘オーストリ 7学派'復活の波のなかでは，経済理論の商においても思想の面
においても，渦中に投じられた一書とL、う性格ももたざるをえないだろう。乙
の点がp 著者の危倶するところであるとともに，自負するところであった。し
たがっじ著者として気になるのは，たんに経済学史の専門的研究者として研
究上の遺漏がないかどうか，ということだけではない。近午の‘オーストリア
ン'の主張にたL、すiSスタジスのとりかたにおいて本書に誤りがないかEうか，
またそうした評価を十分な根拠をも~て下しえたかどうか， ということもそう
である。上記では，書評会への資料の求めに応じて，そうした著者としての不
安をさらけだしながら， w研究』の視点，テーマ，そして今後の課題等につい
て説明した。
